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芳香族イソシアナート
表1 芳香族イソシアナー卜類
略記号 構造式 b.p. d20 
4生
TDI-100 
金抑サo 118~120'C/llmm TDL6850//3250* キ 1.224 
TDI-
MXDI ~H' 78'C/20mm 1.24 
MDI 則。叩'-@NCO175~1770C/3mm 1.197 
PI 。.NCO 58'C/18mm 1.09 































⑩1.02 ( 1 ) 
.0.72 ( 1 ) 
⑥ 0.41 ( " ) 
3.2 イソシアナートに対するTEA濃度の影響
MMA濃度4.68モノレ/.e， イソシアナート類をそれぞ








o 1 2 3 4 5 
反応時間
図2 TDI-80/20-TEA系KよるMMAの重合
TEA濃度 o1.02 (TDI 1<:対するそJレ比)
⑩ 0.61 ( 1 ) 
11 0.31 (ィ)
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6 8 10 
反応時間
図4 MXDI~TEA系による MMAの東合













1 2 3 4 
反 JJê.，~ Rj 間
図5 MDIー TEA系によるMMAの重合
TEA濃度 o1目10(MDIIこ対すろモル比)
③ 0.66 ( II 
(ij 0.33 ( イア
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毒事 0.24( 11 
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j文仏、 H与問
図7 o-TI-TEA系によるIVlIVIAの'TI{T
TEAi限度 00.90O-Tlに対1ろモ ;L]U 
() 0.5.1 ク
⑧() .27 
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度は TEA 濃度のO.5~1. 1乗に比例することがわかる.
尾之内千夫
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2.2 -1.8 -1.4 
Jog (MXDI) (モJレ/2) 
図19 MXDI濃度の影響
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-2.2 -1.8 -1.4 
Jog [PI) (モ Jレ/2) 
図20PI濃度の影響




10 -4. S 
-4.6 
一2.2 1.8 -1.4 






















ー卜としてTDI-I00を選び， CTEAJ / CPI]モル比を











1ー.8 1.4 -1.0 
log [1] モル/P.) 
図2 重合速度と触媒濃度の関係
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log [MMA] (モノレ/P.) 
図23 モノマー濃度の影響
⑧; TDIー 100 () ; MXDI 
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No. イソシアナート 反応時間 (hr.) 重合率(%)
250 TDI-100 4 0.92 
251 11 8 1.04 
252 TDI-80/20 3 0.37 
253 11 6 0.81 
254 TDI-65/35 3 0.43 
255 // 6 0.77 
256 MXDI 3 。
257 // 6 。
258 MDI 3 。
259 // 6 。
260 PI 3 。
261 // 6 。
262 G-TI 3 。












3.8 TD I-TEA触媒による MMAとスチレ
ンの共重合












イソシアナー卜 分子量 (x10-4) 軟化温度 CC)
TDI-100 50.2 190~210 
TDI-80/20 48.5 170~200 
TDI-65/35 54.5 180~200 
MXDI 115.7 210~230 
MDI 63.5 260~280 
PI 12.2 150~170 
o-TI 70.5 210~240 



















Rp=k CMMA) a Cイソシアナート〕 β
CTEA) r 
芳香族イソシアナート α s r Ea(Kcal/モル〕
TDI-100 2.4 0.19 1.10 5.8 
DI-80/20 0.19 0.81 9.8 
TDI-65/35 0.21 0.79 8.6 
MXDI 2.5 0.24 1.05 8.8 
MDI 0.10 4.1 
PI 1.6 0.14 0.58 7.0 
o-TI 2.0 0.20 0.56 8.8 
通常のラジカル重合では， R p はモノマー濃度の 1~
1.5乗に比例することが周知の事実であるが， 本研究で
得られた値は一般にこれより高い値を示している.イソ
























TDIー 100では， Rp =話 (MMA) 2.4 CI)O・49
PIでは Rp -，((MMAi・6 (1)0.47 
のような速度式が得られる.
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